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インフラ管理DXロードマップ

⚫ 2025年度には、先行地域（※1）におけるユースケースの実現を目指し、データ整備要件の定義、データ整備等を進めるとともに、全
国展開に向けたデータ整備の検証等を進める。

⚫ 並行して、データ整備コストの低減に向けた技術開発等を実施。

道路占用物件管理を見据えたデータ整備
新道路管理システムの導入拡大
民間ユースケースの実装
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データ整備手法
高度化

ユースケース
拡大

埋設物照会等の民間サービスの推進に向けた
共通モジュールの開発

データ取得コスト低減に向けた取組

新道路管理システムの
実装

データ整備

サービス
実装

道路占用物件管理の実現に
必要なデータ整備

新道路管理システムの
実環境での実証

新道路管理システムの導入地域拡大に向けた調整

ユースケースの拡大に向けた
更なるデータ整備

新規地域（静岡市・藤沢市等）における
データ整備の検証

データ整備の加速

データ取得の更なる技術開発

民間サービスの拡大

凡例
国主導の取組

民・自治体主導の取組

埋設物照会等の民間サービスの
導入の検討

民間サービスの拡大

実証地域の大手公益事業者による
データ取得ならびにデータ整備

地下埋設物データの
空間ID形式への変換

インフラ管理DXシステムの
開発ならびに有効性検証

空間IDを活用したユースケースの
実証ならびに有効性検証

データ整備ツールの開発

インフラ管理

インフラ管理DX展開候補都市
に対するニーズ調査

展開候補都市の公益事業者の
データ整備状況調査

具体的なユースケースへの
整備したデータの活用検証等

具体的な他の
ユースケースとの連携

※1 2024年度はさいたま市・八王子市を対象として実施、2025年度の対象地域はさいたま市を想定
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